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本校本校本校本校ののののＪＡＢＥＥＪＡＢＥＥＪＡＢＥＥＪＡＢＥＥプログラムのプログラムのプログラムのプログラムの履修履修履修履修についてについてについてについて    

１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

本校の高学年の４年間（本科４,５年＋専攻科１,２年）の教育内容は、日本技術者教育認定機構（JABEE）

によって認定された教育プログラムです。これは、本校の技術者教育が大学水準でありかつ国際的にも通用する 

内容と水準であることを保証するものです。他方、プログラムの内容と質に関しては、現状に満足することなく 

常に改善と向上を目指すことが求められています。 

 

２２２２．ＪＡＢＥＥ．ＪＡＢＥＥ．ＪＡＢＥＥ．ＪＡＢＥＥプログラムについてプログラムについてプログラムについてプログラムについて    

 日本技術者教育認定機構（JABEE : Japan Accreditation Board for Engineering Education）は、技術系学協

会と連携して大学・高専等の高等教育機関で実施されている技術者教育プログラムの 審査・認定を行います。 

JABEE 認定された教育プログラムは国際的にも承認・公開されています。プログラム修了生は修習技術者と

なり国家資格である技術士の１次試験が免除される特典があります。JABEE プログラムの特徴を以下に要約し

ます。（JABEEの詳細については、http://www.jabee.org/ を参照のこと。） 

・国際水準の学習・教育到達目標が設定され、それを達成する手段と方法および到達度の評価方法が明示 

されていること。 

・学生の到達度をきちんと評価し、学習・教育到達目標をすべて達成した者のみを修了させていること。 

・社会の要請や教育内容を常に点検・評価し、教育プログラムの継続的改善を行っていること。 

  

３３３３．．．．ＪＡＢＥＥＪＡＢＥＥＪＡＢＥＥＪＡＢＥＥプログラムプログラムプログラムプログラム「「「「生産生産生産生産システムシステムシステムシステム工学工学工学工学」」」」のののの理念理念理念理念とととと位置位置位置位置づけづけづけづけ    

本校のJABEEプログラムは、本科４、５学年と専攻科１、２学年のカリキュラムを一体と考えた技術者教育

プログラムでありプログラム名称は「生産システム工学」（Production System Engineering）です。 

「生産システム工学」においては、融合複合の理念のもとに学科や専攻の枠を越えて「ものづくり」に関わる

実践的開発型技術者を養成するという教育理念をもっています。具体的には、機械系、電気・電子系、応用化学

系の３つの専門分野から一つの得意分野を修得することに加え、分野を越えた共通基盤技術（基礎工学、情報技

術、融合・複合科目）の修得、エンジニアリングデザイン力（総合的課題解決能力）、そして国際的コミュニケー

ション力の育成に重点をおきます。 

 平成27年度から、下図のように専攻科が生産システム工学専攻の１専攻に改編され、３コース制となります。

これによって融合複合型教育の充実を図り、より実践的な技術者教育を推進していきます。 

  

       

     

 

  

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    
JABEE プログラム「生産システム工学」の考え方 
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本科卒業 

専攻科修了 
 

専攻科 

本科 

専攻科入学 

 
ＪＡＢＥＥ 
プログラム 
「生産システム工学」 
（網掛部分） 
 
 
 

プログラム履修 
開 始 (本科４年) 

プログラム 

後 期 開 始  

プログラム 
修了 

前期 

後期 

学年 
 
    生産システム工学専攻(32名)  

 機械・制御(MC)、電気電子・情報(EI)、 

 応用化学(AC)の3コース 

 
(80名) 
 

 
(80名) 
 

 
(80名) 
 

 
(80名) 
 

 

機 
械 
工 
学 
科 

電 
気 
電 

 子 
工 
学 
科 

制 
御 
情 
報 
工 
学 
科 

 

物 
質 
工 
学 
科 

 

    

４４４４．．．．「「「「生産生産生産生産システムシステムシステムシステム工学工学工学工学」」」」履修対象者履修対象者履修対象者履修対象者とととと修了要件修了要件修了要件修了要件    

本科４年に進級した学生は全員JABEEプログラム「生産システム工学」の前期履修対象者になります。 

そして、専攻科に入学した学生は全員「生産システム工学」の後期履修対象者になります。プログラム前期修了

要件は本科在学中に満たすことが必要です。よって、前期修了要件を満たさない学生は専攻科進学の資格を失う

ので注意が必要です。また、社会人入学制度によって、本科を卒業して一旦社会に出た後にあらためて専攻科に

入学する道も開かれています。「生産システム工学」の学習・教育到達目標をすべて満たしたものが JABEE   

プログラム修了者となります。 

 

５５５５．．．．「「「「生産生産生産生産システムシステムシステムシステム工学工学工学工学」」」」のののの学習学習学習学習・・・・教育教育教育教育到達到達到達到達目標目標目標目標    

 JABEEプログラム「生産システム工学」は、“広範な融合複合技術と高度な専門知識をもとに社会情勢に対応

して継続的に成長できる技術者”の養成を目指しています。この目標に向けて、学生が達成すべき学習・教育

到達目標として、下記に示す（Ａ）～（Ｇ）の７つの目標を設定しています。「生産システム工学」を修了するた

めには、学習・教育到達目標をすべて達成することが必要です。各目標の具体的な達成要件は、学科・コースに

関わらず同等の基準となるように設計されていますが、学科やコース毎に決められたものもあります。後述の別

表１～３に学習・教育到達目標ごとの達成方法と達成要件が示されています。 

（Ａ）知識を統合し多面的に問題を解決する構想力を身につける。 

A-1 多様な関係者とチームとして協働しながら、課題に対して工学的知識・技術を統合し、創造性を発

揮して適切な解を示すことができる。 

A-2 地域社会が求める技術的課題に対して、科学・技術、情報などあらゆる知識を統合し、実現性の 

ある解決策を示すことができる。 

（Ｂ）地球的視野と技術者倫理を身につける。 

B-1 広い教養と視野をもち、地球環境や国際間の異なる文化や歴史的背景を理解できる。 

B-2 技術が人間社会や環境に及ぼす影響や効果を理解し、技術者が社会や企業において果たすべき責任 

を自覚できる。 

 （Ｃ）数学、自然科学の基礎学力と実験・実習による実践力を身につける。 

   C-1 工学的な問題の解析や説明に必要な数学、物理学の知識および地球環境に関わる生物、地学、化学 

関係の知識を身につける。 

   C-2    実験・実習を計画的に遂行し、データを解析して、実験結果に対する理論との比較や考察あるいは 

説明ができる。 

 （Ｄ）工学の基礎学力と情報技術を身につける。 

   D-1 共通基盤技術である基礎工学の知識を身につける。 

      D-2 技術の深化や進展への対応に必要な専門基礎工学を身につける。 

      D-3 情報技術の仕組みを理解し、情報検索、データ解析、プログラミング等の能力を身につける。 

 （Ｅ）一つの得意専門分野をもち、生産技術に関する幅広い対応能力を身につける。 

   E-1  所属するコースの専門分野に関する知識を修得する。 

E-2  融合複合科目を修得し、機械および電気電子分野の対応能力や品質管理技術を身につける。 

 （Ｆ）論理的表現力と英語力を身につける。 

   F-1  論理的に記述、発表、討論する国語力を磨き、適切なレポートや論文が書ける。 

 F-2  学内外の研究発表会において、論理的で説得力のある発表や質疑応答ができる。 

 F-3  英語による表現力を磨き、国際的に通用するコミュニケーション基礎力を身につける。 

   （Ｇ）計画的、継続的、客観的な問題解決能力を身につける。 

   G-1 継続的に広く学び、自主的に問題解決を図ることができる。 

G-2  実施計画を立て実行結果を逐次記録・評価して進捗の自己管理ができる。 

    



６６６６．．．．学習学習学習学習・・・・教育到達目標教育到達目標教育到達目標教育到達目標のののの達成達成達成達成とととと評価方法評価方法評価方法評価方法についてについてについてについて    

「生産システム工学」の修了要件は、下記の表に示す学習・教育到達目標（Ａ）～（Ｇ）の達成要件をすべ

て満たすことです。達成および評価方法と達成要件を表１に示す。網掛けの部分が、本科で満たすべき前期修了  

要件を示します。 

 

    

    

    

    

    

    

   学習・教育到達目標 達成および評価方法 達成要件 

（Ａ） 

知識を統合し多面 

的に問題を解決す 

る構想力を身につ 

ける。 

 A-1 多様な関係者とチームと
して協働しながら、課題に対
して工学的知識・技術を統合
し、創造性を発揮して適切な
解を示すことができる。 

１） 創造工学実習に合格する。 

 
 
１）～３） 
すべての条件 
を満たすこと。 
 A-2 地域社会の技術的課題に

対して、科学・技術、情報などあ
らゆる知識を統合し、実現性の
ある解決策を示すことができる。 

２） インターンシップ又は長期インターンシッ
プに合格する。 

３） 実践的デザイン工学実習に合格する。 

（Ｂ） 

地球的視野と技術 

者倫理を身につけ 

る。 

B-1 広い教養と視野をもち、地
球環境や国際間の異なる文化や
歴史的背景を理解できる。 

１） ドイツ語(４、５年)に合格する。 

２） 下記の科目群から、２科目以上に合格する。 
  ただし、１科目は専攻科の科目を含むこと。 

国際政治（５年共）、英語表現法（５年共） 
地域政策論（専）、日本学特論（専）  

１）～４） 
すべての条件 
を満たすこと。 

 B-2 技術が人間社会や環境に
及ぼす影響や効果を理解し、技
術者が社会や企業において果
たすべき責任を自覚できる。 

３） 地球環境科学、音と福祉工学、医療福祉 
機器工学（以上５年共通）、安全工学 

 から１科目以上合格する。 

４） 技術者倫理に合格する。 

（Ｃ） 

数学、自然科学の 

基礎学力と実験・ 

実習による実践力 

を身につける。 

C-1 工学的な問題の解析や説
明に必要な数学、物理学の知識
および地球環境に関わる生物、
地学、化学関係の知識を身につ
ける。 

１） 応用数学（４、５年）すべてに合格する。 
   （物質工学科は、４年のみ） 

２） 応用代数および応用解析特論に合格 
する。（ただし、ACコース学生は応用代数

のみでよい。） 

３） 応用物理（４年）に合格する。  

４） 物理学特論および固体物理学に合格する。 
（ただし、ACコース学生は物理学特論のみで
よい。） 

５） 数理科学、環境生態学、地理学、（以上 
５年共通）、環境化学、環境地理学特論 
から２科目以上に合格する。 

１）～６） 
すべての条件 
を満たすこと。 
 

 

C-2    実験・実習を計画的に 
遂行し、データを解析して、実
験結果に対する理論との比較
や考察あるいは説明ができる。 

６） 各科毎に、表 2-2 に示す実験系科目群の 
科目すべてに合格する。  

表１ 学習・教育到達目標の達成および評価方法と達成要件    （網掛け部分は前期修了要件） 

    

    

    

    

    

    

    

    

学習・教育到達目標 達成および評価方法 達成要件 

 

 

（Ｄ） 

工学の基礎学力と 

情報技術を身につ

ける。 

 

D-1 共通基盤技術である基礎 
工学の知識を身につける。 

１） 表2-1 に示す基礎工学科目群の５つの各 
系統分野から、少なくとも１科目以上、合計 
６科目以上に合格する。 

２） 総合技術論に合格する。 

１）～３） 
すべての条件 
を満たすこと。 

D-2 技術の深化や進展への対
応に必要な専門基礎工学を身
につける。 

３） 表2-4 に示す専門基礎科目群のコア科目 
すべてに合格する。  

D-3 情報技術の仕組みを理解 
し、情報検索、データ解析、プ
ログラミング等の能力を身につ
ける。 

４） 表2-3 に示す情報系科目群から 1 科目以 
上に合格する。 

５） データ解析に合格する。 

 

（Ｅ） 

一つの得意専門分

野をもち、生産技

術に関する幅広い

対応能力を身につ

ける。 

E-1  所属するコースの専門分
野に関する知識を修得する。 

１） 学則で定められた専攻科修了の専門科目
に関する単位取得要件を満足する。 １）～３） 

すべての条件 
を満たすこと。 
 
 

E-2  融合複合科目を修得し、 
機械、電気電子および材料分

野の対応能力と品質管理技術を
身につける。 

２） 表2-5に示す融合複合科目すべてに合格 
する。  

３） 専攻科実験に合格する。 

 

 

（Ｆ） 

論理的表現力と 

英語力を身につけ

る。 

 

F-1  論理的に記述、発表、討 
論する国語力を磨き、適切な 
レポートや論文が書ける。 

１） 専攻科研究報告書の評価が６０点以上で
ある。 

１）～５） 
すべての条件 
を満たすこと。 
 
 

F-2  学内外の研究発表会にお
いて、論理的で説得力のある
発表や質疑応答ができる。    

２） 学会において研究発表を行なう。 

３） 専攻科研究Ⅰおよび II の発表の評価が  
６０点以上である。 

F-3  英語による表現力を磨き、 
国際的に通用するコミュニケ
ーション基礎力を身につける。 

４） 下記の科目すべてに合格する。 
英語Ⅰ(４年)、語学演習(５年)、工業英語 

 （５年）、総合実践英語Ⅰ、Ⅱ 

５） 専攻科研究の英文概要の評価が６０点 
以上である。  

 

 

（Ｇ） 

計画的、継続的、 

客観的な問題解決 

能力を身につける。 

G-1 継続的に広く学び、自主的 
に問題解決を図ることができる。 

１） 卒業研究に合格する。 

１）～３） 
すべての条件 
を満たすこと。 G-2  実施計画を立て実行結果 

を逐次記録・評価して進捗の自 
己管理ができる。 

２） 専攻科研究Ⅰおよび II の研究遂行能力
の評価が６０点以上である。 

３） インターンシップまたは長期インターンシ 
ップの実習先評価が 60 点以上である。 

表１ 学習・教育到達目標の達成および評価方法と達成要件    （網掛け部分は前期修了要件） 



    設計・システム系 

科目群    

情報・論理系 

科目群    

材料・バイオ系 

科目群    

力学系 

科目群 

社会技術系 

   科目群    

    

    

    

    

基基基基    

礎礎礎礎    

工工工工    

学学学学    

科科科科    

目目目目    

群群群群    

機械 
工学 
科 

機械設計製図(4,5年) 

メカトロニクス 

制御工学 

数値解析 

マイコン制御 
材料学Ⅱ 

材料化学 

水力学 

熱力学 

材料力学Ⅱ    

 

    

電気 
電子 
工学 
科    

制御工学 
発変電工学 
計算機工学    

通信工学 

情報通信 
電気電子材料 機械工学概論 

制御 
情報 
工学 
科 

制御工学Ⅱ 
システム制御 

計測工学 

論理回路 

数値解析 
電子デバイス工学 

水力学 

材料力学 

物質 
工学 
科 

電気工学概論 

化学工学 

計測制御 

計算機実習 

分子生物学 

バイオテクノロジー 
無機材料化学 
材料化学 

機械工学概論 環境とエネルギー 

５年 
共通 
選択 
科目 

ディジタル制御 

システム 
 電子デバイス  

エネルギー変換工学 
生産工学 

専攻 
 科 設計工学 

システム計画学 

数値計算 生物機能材料  総合技術論（専） 

    

   科目名 

    

    

実実実実

験験験験    

・・・・    

実実実実

習習習習    

科科科科

目目目目

群群群群 

機械工学実験Ⅰ（M４年） 

機械工学実験Ⅱ （M５年） 

電気電子工学実験・実習（E４年） 

電気電子工学実験・実習（E５年） 

制御情報工学実験・実習（I４年） 

制御情報工学実験・実習（I５年） 

物質化学実験（B４年） 

材料工学実験または 

生物工学実験（B４年） 

物質工学基礎研究（B４年） 

専攻科実験 

 

 

            科目名 

    

情情情情    

報報報報    

技技技技    

術術術術    

科科科科    

目目目目    

群群群群    

    

情報処理(M) 
 
ディジタル回路(E) 
情報処理(E) 
 
アルゴリズム入門(I) 
情報ネットワーク(I) 
実践情報処理(I) 
 
情報処理演習(B) 

注)  M,E,I,Bは、機械､電気電子､制御情報､ 

物質の各学科名を示す。    

表２-３ 情報系科目群 表２-２ 実験系科目群 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表２-１ 基礎工学科目群（JABEE分野別要件：工学(融合複合・新領域)  

  表２-５ 融合複合科目 （専攻科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機械工学科    電気電子工学科    制御情報工学科    物質工学科 

（総て必修） 

機械力学Ⅰ 

機構学 

機械要素設計 

機械工作法Ⅱ 

 

（総て必修） 

電気回路 

電気回路演習 

電子回路 

電子回路演習 

 

（総て必修） 

電子回路 

制御工学Ⅰ 

データ構造 
信号処理 

（総て必修） 

無機化学 

有機化学 

物理化学 

生物化学 

 

 必修科目名 

機械・制御コース（MC） 経営工学、実践電気電子工学、材料科学 

電気電子・情報コース(EI) 経営工学、基礎工業力学、材料科学 

応用化学コース(AC) 経営工学、基礎工業力学、実践電気電子工学 

表２-４ 専門基礎科目（コア科目）群（本科） 



        科目名科目名科目名科目名               評評評評    価価価価    方方方方    法法法法    

卒業研究 

（本科５年） 
１）研究遂行能力 
  指導教員が普段の取組み姿勢、研究ノート、研究進捗報告内容等から下記の項目について 
  100点満点で評価する。 

① 研究ノート作成と活用ができる（解決すべき課題、従事日時、進捗状況の記述） 
② 自発的な取組み姿勢、計画的・継続的問題解決能力 
③ 課題解決のための発想力、および装置やソフトウェアを利用した実験力 
④ 実験結果に対する解析・分析力、考察力、改善提案 

２）研究発表能力 
  卒業研究発表会において、指導教員を除く２名の教員が下記の項目について100点満点で 

評価する。 
① 話し方および質疑応答（態度、わかりやすさ、説得力） 
② 図、式の見やすさ、資料の適切さ(OHP /Power Point等) 
③ 客観的なデータ分析、考察、評価ができている。 

３）卒業論文 
  指導教員が卒業論文について以下の観点から100点満点で評価する。 

① 論文の基本構成ができており、正しい日本語で書かれている 
② 論旨が論理的で分かりやすい（解析力、分析力、考察力） 
③ 内容あるいは成果の水準あるいは革新性・有効性 

研究未発表あるいは卒業論文未提出のものは合格できない。 
総合評価は、下記の式に従う。60点以上を合格とする。 
総合点＝研究遂行能力×0.4＋卒研発表会評価点×0.3＋卒論評価点×0.3 

専攻科研究Ⅰ 

１．研究遂行能力 
 研究の実施状況および研究ノートについて、指導教員が下記の項目について100点満点で 
評価し、平均する。 

① テーマの内容をよく理解した上で目的および計画が記載されており、内容に変更が 
 生じた場合にはその理由や解決策が明記されている。 
② 取組んだ日時および内容が記載され、継続的かつ主体的に実施している。 
③ 実験データや結果の解析・分析力、考察力、説明力 
④ 研究室メンバーに配慮しながら研究室での責務を十分に果たし、リーダーシップを 
 発揮できている。 

２．研究発表能力 
 専攻科研究の中間発表会（1月頃）で評価する。評価は、指導教員を除く２名の教員が 
以下の各項目について100点満点で評価する。両者の平均値を発表の評価点とする。 

① 発表および質疑応答における態度や話し方、分かりやすさ，内容および説得力 
② プレゼンテーション資料の見やすさと分かりやすさ 

 総合評価は、下記の式に従う。60点以上を合格とする。  
専攻科研究Ⅰ：総合点＝研究遂行能力×0.7＋研究発表能力×0.3 

専攻科研究 II 

１．研究遂行能力 
 専攻科研究 Iと同様に、４つの評価項目について指導教員が評価する。 

２．研究発表能力 
 最終の研究発表会（２月頃）で評価する。評価は、指導教員を除く２名の教員が行う。 
発表会のプレゼン資料はすべて英語で書くことを必須とする。その他の評価項目は、専攻科 
研究 Iの場合と同様とする。 

３．研究達成能力 

   専攻科研究報告書（A4版6ページ）について指導教員と他の教員１名が評価する。２名 
  の教員が下記の評価項目について100点満点で評価する。両者の平均値を専攻科研究論文 
  評価点とする。 

① 課題の背景および目的を正しく理解し記述している。 
② 課題解決のための手順および方法が適切で、発想力や創造力を発揮できている。 
③ 結果の取り扱いが的確で、客観的な考察がなされている。 
④ 知識や習得した技術を十分に発揮し，最終的に課題の目的が達成できている。 
⑤ 文章表現が適切で、論理的に書かれている。 
⑥ 文法的に正しく、内容が理解できる英文要旨である。 

  総合評価は、下記の式に従う。60点以上を合格とする。  

   総合点＝研究遂行能力×0.2＋研究発表能力×0.2＋研究達成能力×0.6 

表３-１ 科目評価表（１） 

表３-２ 科目評価表（２） 

 

 

 

 

 

 

 

インターンシップ 

（専攻科） 

及び 

長期インターンシップ

（専攻科） 

１）インターンシップ先の担当者による評価 

  実習先において、以下の評価項目についてA+（極めて優秀）、Ａ（十分に満足）、Ｂ 

（満足）、Ｃ（普通）、Ｄ（やや不満）、Ｅ（不満）の評価を行う。  

① 実習への自主的、計画的な取組み姿勢 

② 実習内容の成果および結果に対する分析力、考察力、改善提案 

③ 論理的でわかりやすい報告書（または報告会内容） 

  A+を100点、Ａを90点、Ｂを80点、Ｃを70点、Ｄを60点、Ｅを50点と換算して 

100点満点で評価する。 

２）実習内容の発表会による評価 
  実習報告書の提出と報告書に基づくプレゼンテーションを行う。 
  実習報告書の評価は研究指導教員、発表会の評価は研究指導教員を除く専攻科担当 

教員の２名で行う。実習報告書の評価は、以下の観点で行う。 

① 形式（目的、内容、まとめ）が整い、正しい日本語で書かれている。 

② 実習の目的、内容、実習計画が記述されている。 

③ 論旨が明瞭で、実習内容、成果がわかりやすい。 

④ 実習内容・成果の水準 

プレゼンテーションの評価項目は、下記の項目について行う。 

① 実習の目的、内容の要点がよくわかる。 

② 話し方および質疑応答（態度、わかりやすさ、説得力） 

③ 図、式の見やすさ、資料の適切さ(OHP /Power Point等) 

④ 客観的なデータ分析、考察、評価がなされている。 

実習報告書内容とプレゼンテーション力をそれぞれ100点満点で評価する。 
総合評価は、実習先評価点×0.5＋実習報告書評価点×0.25＋プレゼンテーション評価 
点×0.25で評価し、60点以上を合格とする。  

90時間を２単位とする。135時間を超えた時は 3単位、180時間を超えた時は 4単位
として数え、4単位まで認める。 
 

工学実験・実習 

（本科） 

及び 

専攻科実験 

（専攻科） 

１）実験レポート内容および実験への取組み姿勢による評価 

実験を実際に実施した成果である実験レポートを主体に評価するが、実験科目は、 
実際に手足を動かして体験することが重要であり、講義科目に比較して取り組み姿勢を 
より重要視する。テーマによっては、プレゼンテーションなどを評価項目に加えることも 
ある。実験の評価に関しては以下の観点から100点満点で評価（各項目20点が基本）する。 

① 基本構成（目的、実験装置、実験結果、考察、まとめ、（課題）、参考文献）に 
  則って書かれている。 

② 正しい日本語で記述され、論旨が明瞭で読みやすい。 

③ 表や図が正しく書かれている。 

④ 考察や課題に対する回答が自分の言葉で述べられ、分析や内容が優れている。 

⑤ 実験への積極的な取組み姿勢およびレポート提出納期 

 
評価は、各実験テーマ担当教員が行う。 
総合評価は、すべてのテーマの平均点で評価し、60点以上を合格とする。 
プレゼンテーションなどが評価に加わるときの配点等はシラバスに従う。 



表３-３ 科目評価表（３） 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

専攻科研究 

英文概要 

専攻科研究の英文概要は500~600 words程度からなり、4つのキーワードも記載 

されていること。 

英文概要は、下記の観点から100点満点で評価する。評価は研究指導教員と英語教員の２

名 

の教員で評価する。 

① 指定された長さの英文であり、４つのキーワードが示されている。 

② 語句や文法的な誤りがない。 

③ 表現が論理的で内容が正確に理解できる。 

 総合評価は、２名の教員評価の平均を評価点とし、60点以上を合格とする。 

工場実習 

（本科４年） 

 １）実習先の企業や機関の担当者による評価 

 専攻科インターンシップの評価方法と同様に評価する。 

 ２）実習報告書による評価 

  担当教員が下記の観点から評価を行う。プレゼンテーションは行わなくてもよい。 

① 形式（目的、内容、まとめ）が整い、正しい日本語で書かれている 

② 論旨が明瞭で、実習内容や成果がよくわかる 

総合評価は、実習先評価点×0.4＋実習報告書評価点×0.6 として 100 点満点で評価し  

60点以上を合格とする。 

工場見学および 

卒業研究聴講に 

関する取り扱い 

（本科ゼミ科目） 

 １）工場見学報告書の提出 

   工場見学報告書の評価は、担当教員が以下の観点から100点満点で評価する。 

① 正しい日本語で書かれている 

② 論旨が明瞭で、見学した内容がよくわかる 

 

２）卒研発表会の聴講報告書の提出 

  発表会の中で、興味を持った発表を取り上げて、興味を持った理由、理解できた点、 

疑問点、質問点あるいは提案、意見などについて記述する。評価は、工場見学報告書 

と同様の観点から担当教員が100点満点で評価する。 

① 正しい日本語で書かれている 

② 論旨が明瞭で、聴講した研究発表に対する考え等がよくわかる 

 

各ゼミ科目の総合評価は、シラバスに従う。 


